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あるところに、3人の兄弟がいました。ある日、目がさめると、
無人島にいました。ジャングルを進むと、１まいの赤い羽根を
見つけました。
「デカイ！きょうりゅうの羽か？」
その羽を手におそるおそる進んでいきました。



そして、ジャングルを進んだ先には、赤い羽根の持ち主らしい
きょうしゅうの群れがいました。
「わー！きょうりゅうだー！」
その声に気が付いたきょうりゅうたちは、3人をおそってこよ
うとしました。その時近くにあったえさがはいっているバケツ
を使って、きょうりゅうと仲良くなりました。



すると、3びきのきょうりゅうが、人をたすけたい気持ちがた
かまり、いまのままでは、ちからぶそくだと思い、３びきは、がっ
たいして、大きくなりました。



大きくなったきょうりゅうたちは、3 人をせなかに乗せてとび
たちました。マーちゃんはこわがりなので、びっくりして落ち
そうになりました。が、カッシーがマーちゃんのうでをつかん
で、なんとか落ちずにすみました。そして、きょうりゅうたち
につれられて、カッシーたちは、自分たちの家に帰りました。
そしてきょうりゅうたちは、カッシーたちのペットになりまし
た。


